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秋
ガ
深
ま
る
と
¥
大
洗
町
固
有
の
祭

り
¥
芸
術
文
化
祭
と
臨
工
産
業
祭
ガ
開

催
さ
れ
¥
大
き
な
賑
わ
い
を
口
乏
し
ま
す
。

こ
の
察
り
は
例
年
十
一
月
の
文
化
の
日

を
中
山
C
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
ガ
¥
今

年
も
こ
の
時
期
比
較
的
天
候
に
も
恵

ま
れ
¥
町
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
¥

水
戸
・
勝
田
・
那
珂
漂
・
常
澄
・
閣
の

近
隣
市
町
村
か
ら
も
大
勢
の
人
々
が

こ
ら
れ
¥
延
人
員
に
し
て
約
二
万
一
一
一
千

人
の
人
出
と
な
り
盛
況
を
極
め
ま
し

た。
芸
術
文
化
祭
は
¥
展
示
会
場
で
は
書

道
を
は
じ
め
¥
美
術
・
詰
短
歌
・
俳
句
・

写
翼
・
い
け
ば
な
・
趣
味
の
コ
ナ

等
の
岳
部
に
皆
さ
ん
の
力
作
万
勢
揃

洗
港
内
の
大
広
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
だ
。

お
祭
り
広
場
で
は
¥
い
ろ
い
ろ
な
模

擬
屈
や
鮮
魚
・
喬
粟
販
売
を
は
じ
め
¥

も
ち
つ
き
大
会
・
迷
路
で
メ
口
メ
口
・

ラ
ジ
コ
ン
力
レ
[
ス
・
フ
工
リ
|
口
さ
な

ど
¥
子
供
却
児
向
け
の
催
し
も
あ
り
¥

パ
ザ
l
ル
広
場
で
は
北
海
道
物
産
農
示

即
売
会
・
農
水
産
物
な
ど
地
元
物
産
即

売
会
な
ど
が
人
気
を
呼
び
¥
要
に
¥
ス

テ
ー
ジ
巴
場
で
の
マ
i
チ
ン
ヴ
パ
ン
ド

や
偲
装
パ
レ
i
ド
・
ジ
ャ
ズ
ハ
ン
ド
・

オ
i
フ
シ
ヨ
ン
・
荒
磯
太
鼓
・
生

e

ハ
ン

ド
演
奏
等
、
か
¥
終
自
お
祭
り
気
分
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

し
¥
発
表
会
場
で
は
苦
楽
・
日
本
舞
踊
・

茶
会
・
民
一
諸
民
回
開
・
時
二
一
諒
剥
詩
境
等
、
ガ

華
や
か
に
披
露
さ
れ
ま
し
だ
ガ
¥
的
い

(題字:梨本伯月先生善幸)

ん
そ
れ
ぞ
れ
が
¥
こ
の
一
年
間
の
努
力

の
成
果
を
遺
憾
な
<
発
揮
し
¥
地
域
文

化
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
E
。

な
あ
¥
文
化
の
日
に
は
芸
文
祭
の
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
¥
大
洗
町
文
化
功
労

者
と
し
て
芸
文
協
・
日
本
舞
踊
の
臼
井

悦
子
さ
ん
が
竹
内
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ

だ
の
を
は
じ
め
¥
印
刷
掲
の
方
々
ガ
各
部

門
の
入
賞
者
と
し
て
¥
知
事
費
や
芸
文

集

席目

編

Efl 

芸
術
文
化
祭
展
示
部
門
入
算
審

書
道
知
事
賞
小
林
清
美
優
秀
賞
高

橋
昭
正
、
巌
崎
東
明
、
倉
持
早
苗
、
山

口
も
も
ゑ
、
久
野
ほ
ほ
子
奨
励
賞
磯
崎
一

洋
子
、
関
根
美
子
、
菅
原
栄
子
、
庄
司
一

密
行
、
関
根
弘
一
、
亀
井
と
み
、
大
川
一

ま
さ
エ
J

、
今
期
間
す
ゑ
、
磯
崎
礼
子

美
術
知
事
賞
黒
沢
み
つ
江
優
秀
賞

近
藤
実
、
村
越
紀
久
、
江
豆
半
左
衛
門

奨
励
賞
金
沢
重
光
、
渡
部
う
め
、
老
野

生
希
代
子
、
猿
mm
和
江
、
鏑
木
葉
、
清

水
明
子

写
真
知
事
賞
川
嶋
ニ
之
優
秀
賞
鴨

川
浩
一
奨
励
賞
関
根
源
、
鹿
島
伸
介
、

吉
村
広
、
会
沢
雅
美

歌
会
知
事
賞
古
川
和
奨
励
賞
身
内

ゆ
み
、
加
部
東
ふ
み
、
杉
山
富
久

俳
句
知
事
賞
川
上
恵
功
優
秀
賞
小

…
松
崎
藤
吉
奨
励
賞
真
由
静
子
、
川
崎

一
京
子
、
川
崎
允
康

消防ハシゴ車の展望台
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関鰻轟程器開E誌に敷1i毒事親光j曜日

護憲 j豊富喜著書関(:審議七毒事欝f重構襲撃

このだびの叙勲で当町から大震町の

関根さんと磯浜町の菊池さんガ、栄えあ

る叙勲を受けられましだ。あ二万の

この栄誉は私達郷土の誇りでもあり、

表山より敏憲とお祝いを申し上げ、併

せて今後益々のご活躍を期待してi上み

ません。

t"' 

本大の昭和盟主事

菊
池
嘉
幸
(
六
一
)
氏

大
洗
町
磯
浜
町
一
五
五
番
地

関
根
喜
衛
門
(
七
一
一
一
)
氏

大
洗
町
大
賞
町
三
二
四
番
地

永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
に

巾
広
く
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、
一
犯
大
洗

町
議
会
副
議
長
関
根
喜
衛
門
さ
ん
が
、

軍
ゐ
公
会
T
然
添
今
会
後
不
公
安
本
書
本
会
祭

建
築
械
金
の
出
穆
杏
ん

県
知
事
よ
り
表
彰

昭和62年12月1日

卓
越
し
た
技
能
の
持
ち
主
に
与
え
ら

れ
る
、
「
昭
和
白
年
度
茨
城
県
技
能
者

表
彰
」
で
、
当
町
か
ら
山
形
市
雄
(
七
一
)

さ
ん
・
磯
浜
町
一
一
一
八
三
四
番
地
が
受
賞

し
、
去
る
日
月
U
B
に
茨
城
県
公
館
で

開
催
さ
れ
た
表
彰
式
典
で
、
竹
内
県
知

事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
長
年
に

わ
た
る
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

山
形
さ
ん
は
約

ω年
間
建
築
板
金
一

筋
に
研
績
を
積
一
ま
れ
、
各
種
板
金
工
法

に
熟
達
し
、
特
に
、
高
級
な
門
の
庭
根

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
、
鋼
板
段
葺
工
法

で
は
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
戸
袋
の
鏡
械
な
ど
に
使
用
す

る
「
銅
板
貼
り
物
」
の
伝
承
者
の
一
人

で
も
あ
り
、
鋼
板
打
出
し
し
ぼ
り
の
加

工
技
術
を
利
用
し
た
、
銅
器
の
製
作
に

も
精
通
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
卓
越
し
た
技
能
を
有
す
る

反
面
、
卒
先
し
て
建
築
板
金
職
業
指
導

者
の
免
許
や
建
築
板
金
一
級
技
能
士
の

資
格
を
取
得
し
、
沼
町
板
金
工
業
組
合
の

動
…
七
等
に
叙
せ
ら
れ
青
色
桐
葉
章
を

受
土
草
さ
れ
ま
し
た
菊
池
嘉
幸
さ
ん
は
、

戦
前
の
昭
和
同
年
か
ら
終
戦
時
ま
で
海

軍
に
夜
籍
し
、
戦
後
は
第
2
復
員
省
で

掃
海
作
業
、
賠
償
鑑
艇
の
回
航
等
の
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
お
年
に
海
上
保
安
庁
に
奉
職
、
第
3

管
区
海
上
保
安
部
、
警
備
救
難
部
、
航

路
啓
発
部
で
職
務
に
精
励
さ
れ
、
昭
和

幻
年
、
海
上
自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る
海

上
讐
備
隊
に
移
籍
、
昭
和
日
年
に
3
等

海
尉
で
退
官
さ
れ
る
ま
で
出
年
の
問
、

そ
の
ご
功
績
に
よ
り
、
勲
五
等
に
叙
せ
ら

れ
双
光
瓶
日
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
昭
和
沼
年
の
大
貫
町
議

会
議
員
選
挙
に
際
し
、
衆
望
を
拐
い
出

馬
当
選
し
て
以
来
、
昭
和
四
年
の
町
村

合
併
に
よ
る
新
生
大
洗
町
の
発
足
後
も

引
き
続
き
当
選
を
果
さ
れ
、
本
年
日
月

2
日
に
引
退
さ
れ
る
ま
で
日
期
剖
年
の

長
き
に
わ
た
り
議
員
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
大
洗
町
議
会

副
議
長
を
は
じ
め
、
厚
生
常
任
委
員
長

等
の
要
職
に
就
か
れ
、
議
会
活
動
を
と

お
し
て
地
方
行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
も
、

国
大
賞
町
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

要
職
に
あ
っ
て
、
広
く
後
進
の
指
導
に

あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
れ
ら
御
功
績
が
知
事
の
認

め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
受
賞
さ
れ
ま
し

た
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
御
活
躍
を
期
待

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

海
上
自
衛
隊
員
と
し
て
海
上
防
衛
の
任

に
当
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
隅
、
主
な
勤
務
地
は
掃
海
隊
、

第
2
練
潔
隊
、
横
須
賀
教
育
隊
、
間
警

備
隊
、
宇
都
宮
航
空
基
地
隊
、
第
2
活

水
泳
群
等
に
転
属
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

今
田
、
長
年
に
わ
た
る
御
功
績
が
国

の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
叙
勲
の
栄

誉
に
浴
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

現
夜
は
、
動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ

ー
内
で
讐
備
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

す。日
期
泣
年
を
努
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

問
、
-
大
洗
町
農
業
委
員
会
会
長
と
し
て

3
期
9
年
の
問
、
町
農
政
の
振
興
に
指

導
的
役
割
を
架
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
更

に
、
旧
大
賞
町
・
大
洗
町
の
消
防
関
分

団
長
と
し
て
、
或
は
、
大
賞
地
区
土
地

改
良
区
理
事
長
と
し
て
、
は
た
ま
た
、

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
多
方
面
に
わ

た
っ
て
活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
現
在
な
お

活
躍
中
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
数
多
く
の
御
功
績
に
よ
り
、

今
ま
で
に
も
自
治
功
労
者
と
し
て
、
自

治
大
臣
を
は
じ
め
県
知
事
-
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。

茨
域
沼
市
で
は

H

県
民
の
日
H

を
(
環

境
美
化
の
日
)
と
定
め
、
県
民
の
日
諸

行
事
の
一
環
と
し
て
、
環
境
美
化
功
労

者
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ι 
i鞠AL
師五事
停輯
iJ定量火

氏醤
義一

彰

き
る

大
洗
町
青
少
年
相
談
員
岡
田
信
次
氏

(
百
九
)
が
九
月
二
十
九
日
、
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
(
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
)
小

ホ
i
ル
に
於
て
、
茨
城
終
青
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会
(
会
長
・
久
保
勝
衛
)

第
十
七
回
研
修
大
会
の
席
上
優
良
青
少

年
相
談
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

岡
田
相
談
員
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
非
行
化
防
止
に
顕
著
な
功
績
を
あ

げ
他
の
模
範
と
な
り
十
年
以
上
青
少
年

相
談
員
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

付
i
ト
収
入
前
年
知
万
円

以
下
な
ろ
君
宮
税
か
が
句
勺
な

い
し
、
夫
品
川
体
制
「
勺
一
鮮
局
者

地
除
も
再
引
け
ろ
い
郁
雪
作
拠
。

盟意

ノfートの年収が88万円以下ですと給与所得

の金額が住弐税の非課税限度額(31万円)以下

となりますので、住民税もかかりません。

金患意

{主主連税

興

パート収入と税

ノぐートの 夫の所得から 自分自身に

収 入 配偶者控徐が 所得税が 住民税が

88万円以下 受けられる かからない かからない

88万円超
受けられる かからない かかる

90万円以下

90万円超 受けられない IP力、6 かカミる

所得税@配冊審理i鞍
パート収入は、通常、給与所得になります。

したがってノfートの年収が90万円以下ですと

給与所得控除綴(最低57万円)を差し引いた残

額が基礎控除(33万円)以下となりますので、

所得税はかかりませんし、配偶者控徐を受け

ることもできます。

年
唐
笠
ま
さ
子
さ
ん
が
佳
作
に
入
選
し

ま
し
た
。

消
え
だ
か
な
/

気
に
な
る
あ
の
火

も
う
一
度

間
出
保
だ
よ
H
リ

在真

先
月
は
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
し
た
が
、
今
月
は
、

皆
さ
ん
が
本
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
に
病
院
等
に
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

四
j
八
月
ま
で
の
五
ヶ
月
間
を
昨
年
と
比
較
し
表
に
す
る
と
、

費 (4月一 8fl) 

hとと 61 年 度 62 年 度 増 j成

支払額 1人当り 支払額 1人当り 支払額 増減

骨量 285，740，729円 26，911円 317，017，740円 29，984円 31，277，011円 10.95% 

退 職 37，291，207円 71，714円 45，760，048円 85，056丹 8，468，841円 22.71% 

老 人 326，632，990円 284，276円 384，779，510円 318，2.63向 58，146，520円 17.80% 

福 社 14，443，348円 17，339円 15，456，775円 18，827円 1，013，427円 7.02% 

五十 664，108，274円 50，618円 763，014，073円 58，064円 98，905，799円 14.89% 

療医

間)

昭
和
白
年
度
環
境
美
化
功
労
者

団
体
の
部
で
表
彰
さ
る

大
洗
町

4

高
年
者
ク
ラ
ブ
違
合
会

本
年
度
は
、
団
体
の
部
で
大
洗
町
高

年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
環
境
美
化
功
労

者
に
選
ば
れ
、
去
る
日
月
日
日
に
県
議

会
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
、

内
山
光
正
会
長
が
代
表
し
て
県
知
事
か

ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
連
合
会
の
表
彰
理
由
は
、
海
岸
や

町
内
の
、
王
要
道
路
な
ど
を
年
間
を
通
し

て
清
掃
し
、
心
な
い
観
光
客
が
投
げ
治

て
た
、
空
き
缶
等
の
回
収
活
動
を
笑
施

し
て
き
だ
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す。
ま
た
、
環
境
美
化
ゥ
標
語
の
部
H

で

は
、
大
洗
町
立
南
中
学
校
一
年
戸
塚
由

起
江
さ
ん
の

H

見
の
が
す
な

空
き
缶
品
川
て
る
そ
の
心
U

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
同
街
中
学
校
二

と
な
り
、
す
で
に
約
九
千
九
百
万
円
で
(
一
四
・
八
九
%
)
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
一
年
間
を
推
移
す
る
と
、
約
ニ
億
三
千
万
円
位
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

五
ヶ
月
間
の
支
払
額
七
億
六
千
参
百
万
円
、
保
体
快
税
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
完
納

さ
れ
た
と
し
て
も
す
で
に
保
険
税
を
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
医
療

費
は
年
々
培
加
の
一
途
を
辿
る
た
め
、
国
庫
補
助
金
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

の
外
、
比
白
さ
ん
の
税
負
初
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
の
運
営
も
非
常
に

苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
病
院
等
に
か
か
れ
る
よ
う

国
保
税
の
納
期
内
納
付
、
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
の
訪
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

税(年F実f呆

士誉度年62 度年61 

10，036，030円

1人当り

51，582円

{疋

635，493，780円

調1人当り

50，904円

定

625，457，750円

調
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ム
皇
太
子
殿
下
、
同
妃
殿
下
を
お
迎
え

し
て
、
毎
年
感
大
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、

全
留
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
第
8
回

大
会
が
、
来
年
日
月
に
大
洗
町
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
水
産
界
最
大
の
行
事

で
、
去
る
7
月
、
本
年
開
催
県
の
鹿
児

島
県
か
ら
茨
城
県
に
大
会
旗
が
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
沼
市
実
行

委
員
会
で
は
、
過
日
、
大
会
の
テ
!
?

と
基
本
計
屈
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
テ
!
?
は
「
明
る
く
豊
か

⑧
⑧
⑨
 

県
内
水
産
加
工
業
者
の
生
産
や
技
術

改
善
に
対
す
る
意
欲
の
増
進
と
、
品
質

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
全
国
農
林
水

産
祭
参
加
行
事
の
一
環
と
し
て
、
茨
城

県
水
産
製
品
品
評
会
が
去
る
叩
月
口
・

犯
の
両
日
、
水
戸
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
口
問
評
会
に
は
田
町
内
の
水
産
加
工

業
者
や
司
体
が
、
県
内
で
生
産
し
た
水

産
加
工
品
五
六
七
点
を
出
品
し
ま
し
た

が
、
専
門
的
な
審
査
基
準
に
の
っ
と
っ

た
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
当
町
か
ら
出

品
し
た
製
品
が
、
別
掲
の
と
お
り
水
産

庁
長
官
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
を
獲

得
し
、
加
工
生
産
技
術
の
水
準
の
高
さ

と
品
質
の
良
さ
を
遺
憾
な
く
他
に
一
不
し

ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
産
庁
長
官
賞
(
サ
ン
マ
開
き
)

ヤ
マ
ダ
イ
水
産
川
俣
貞
一

茨
城
県
知
事
賞
(
赤
魚
粕
漬
)

ω梶
尾
商
庖
梶
尾
勝
古
口

(3)第192号

で
夢
の
あ
る
茨
城
の
海
づ
く
り
が
感
じ

ら
れ
る
も
の
。
」
と
し
て
、
広
く
一
般

田
町
民
か
ら
公
募
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
内

約
印
市
町
村
の

2
2
4
4
人
の
人
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
、

2
6
8
3
点
の
中
か

ら、

4
次
に
わ
た
る
厳
正
な
審
去
の
結

果
、
大
洗
町
立
南
中
学
校
3
年
・
石
井

潤
子
一

ιさ
ん
の
作
品
、

よ
?
の
あ
る
海
を
築
こ
う
育
て
よ
う
』

が
最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
会
の
キ
ャ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
、
広
く
広
報
活
動
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
外
に
磯
浜
小
学
校
5
年・

高
崎
俊
光
(
一
)
君
の
、

『
ふ
る
さ
と
の
海
を
ゆ
た
か
に
大
切
に
』

大
洗
町
・
金
沢
情
的
(
一
行
)
さ
ん
の
、

『
手
を
つ
な
ぎ
皆
で
育
て
る
海
つ
く
り
』

の
2
点
が
伎
作
と
し
て
入
選
し
て
い
ま

す。
な
お
、
表
彰
は
来
年
の
本
大
会
式
典

で
行
な
わ
れ
ま
す
。

大
洗
の
水
産
製
品

生
産
技
術
の
高
水
準
を
証
明

茨
城
県
水
産
製
品
品
評
会

こ
ん
ぶ
し
ら
す
側
飯
岡
屋
水
産

チ
i
ズ
入
り
シ
シ
ャ
モ

側

平

磯

屋

簿

井

英

雄

県
農
林
水
産
部
長
賞
(
赤
次
開
き
)

丸

喜

水

産

関

根

茂

県
漁
連
会
長
賞
(
シ
シ
ャ
モ
)

刷

弥

七

商

活

関

根

昭

努

県
水
産
加
工
連
会
長
賞

(
シ
ズ
開
き
)

制
島
勝
水
産

嶋
村
一
努

県
水
産
加
工
連
会
長
賞

(
甘
エ
ビ
)

丸
海
商
庖海

野

島

茨
城
県
水
産
加
工
特
産

俊
尚
氏
推
奨
口
問
認
定

た
た
み
白
す
子

炉
岡
町
屋
伊
肝
関
根
敬

し
そ
し
ら
す

側
飯
田
屋
水
産
関
根
誠

、
え
び
し
ら
す

附
飯
問
屋
水
産

し
ゃ
け
し
ら
す

州
側
飯
問
屋
水
産

i駒大統

障替のみ恕~ん
大洗に遊ぶ

官?と替著書、ひ室長わり身
障
者
専
用
列
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
家
族
、
関
係
者
の

ご
努
力
に
よ
り
、

H

旅
を
し
た
い
/
。

と
い
う
身
障
者
の
皆
さ
ん
の
夢
を
乗
せ

て
、
全
国
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
大
洗
に
も
、
昨
年
の
埼
玉
県
三

郷
市
や
茨
城
県
下
館
市
に
引
き
続
い

て
、
今
年
も
去
る
日
月
1
日
に
、
栃
木

開中学校体高館

成改鯵工事完

去
る
六
月
よ
り
工
事
を
す
す
め
て
い

ま
し
た
南
中
学
校
体
育
館
改
修
事
業

(
国
庫
補
助
事
業
、
工
事
費
四
九
五

O

万
円
)
は
予
定
ど
お
り
十
月
九
臼
完
成

い
た
し
ま
し
た
。

床
の
全
面
張
替
、
ぇ
、
鉄
窓
枠
を
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
窓
枠
に
全
面
取
替
え
、
内
外

部
の
塗
装
、
軒
樋
改
修
な
ど
の
工
事
を

し
ま
し
た
の
で
、
内
部
外
観
と
も
見
違

え
る
よ
う
に
明
る
く
き
れ
い
に
な
り
生

徒
達
は
大
喜
び
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

本
改
修
工
事
に
あ
た
っ
て
誠
心
誠
意

ご
努
力
く
だ
さ
れ
た
工
事
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

県
か
ら
六
百
十
名
の
皆
さ
ん
が
来
町
し

キ
ナ
し
た
。

こ
の
日
、
午
前
7
時
認
分
宇
都
宮
駅

を
出
発
し
た
列
車
は
、
日
時
叩
分
に
水

戸
借
楽
濁
下
の
仮
ホ

l
ム
に
到
精
し
、

待
機
し
て
い
た
9
ム
口
の
パ
ス
に
皆
さ
ん

は
乗
り
替
、
ぇ
、
一
路
呂
的
地
の
大
洗
に

向
い
ま
し
た
。

「元朝諮り

臨時列車喜子増発

」に

鹿
島
臨
海
鉄
道
制
で
は
、
一
花
朝
詣
り

や
、
初
日
の
出
詣
り
に
便
利
な
臨
時
列

大
洗
水
族
館
前
で
は
、
大
洗
町
婦
人

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
渚
の
小
石
」
会

員
、
青
年
会
議
所
の
会
員
有
志
、
町
や

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
等

ω名
の
歓

迎
陣
が
出
迎
え
ま
し
た
。

関
係
者
の
歓
迎
挨
拶
で
は
じ
ま
っ
た

プ

l
ル
サ
イ
ド
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

千
倒
の
風
せ
ん
が
車
内
で
思
い
思
い
に

書
い
た
対
冊
を
下
げ
、
大
空
高
く
舞
い

上
が
り
ま
し
た
。

平
速
、
水
族
館
の
見
学
が
始
ま
り
、

当
町
の
mw
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

積
極
的
な
介
護
実
践
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
珍
ら
し
い
多
く
の
魚
矧
や
大
引
の
イ

ル
カ
、
ペ
ン
ギ
ン
の
シ
ョ
ウ
に
皆
さ
ん

は
大
喜
び
で
し
た
。

帰
途
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
が
口
々
に

し
た
「
来
年
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
ノ
」

の
一
言
葉
の
う
ら
に
は
、
大
洗
に
来
て
良

か
っ
た
と
い
う
実
感
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
ご
協
力
大
変
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

事
「
一
冗
朝
詣
り
号
」
と
「
初
日
の
出
号
L

を
運
転
し
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い
。

会
一
冗
朝
詣
り
号

@
ゆ
き
・
ロ
月
泣
臼
(
水
一
戸
発
幻
時
印

分
鹿
島
神
宮
行
き
定
期
列
車
)

か
え
り
・

1
月
1
日
(
鹿
島
神
宮
発

-
時
∞
分
水
戸
行
一
冗
朝
詣
り
号
)

会
初
日
の
出
号

③
ゆ
き
・

1
月
1
日
(
水
戸
発
5
時
幻

分
大
洗
着
5
時
日
分
初
日
の
出
号
)

資
格
期
間
を
満
た
し
た
夫
が
、
年
金

を
受
け
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
、

十
年
以
上
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
妻
に

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支

給
さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
八
歳
の
額
は
、
夫
の
第
一
号

被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
計
算
し
た

左
齢
基
礎
年
金
額
の
四
分
の
一
一
一
で

す。
回
死
亡
一
時
金
・
・
・
国
民
年
金
の
保
険

料
を
三
年
以
上
納
付
し
た
人
が
、
年

金
を
受
け
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
、

そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
死
亡

一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
に
応
じ
て
、
一

0
0、
0
0

0
円
1
一一

0
0、
0
0
0円
で
す
。

間
蒋
別
一
時
金
:
:
:
障
害
年
金
等
の
受

給
権
者
で
あ
っ
て
、
昭
和
六
十
一
年

間
月
一
日
前
に
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
た
人
ま
た
は
法
定
免
除
さ
れ
た

期
聞
の
保
険
料
を
追
納
し
た
人
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
の
納
付
期
間
に
応

じ
て
特
別
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す。

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
年
金
が
受
げ
ら
れ
ま
す

O
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
:
:
:
老

齢
基
礎
年
金

O
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
・
:
:
障
害

基
礎
年
金

※
こ
の
二
つ
の
年
金
に
つ
い
て
は
前

回
掲
載
し
ま
し
た
。

O
妻
や
子
か
残
さ
れ
た
と
き
・
:
・
.

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
被
保
険
者
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
聞
を

満
た
し
た
人
な
ど
が
死
亡
し
た
と
き

に
、
そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
被

保
険
者
な
ど
が
死
亡
し
た
場
合
は
一

定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
年
金
額
は

定
額
で
、
妻
の
分
と
し
て
六
二
六
、

五
O
O円
に
子
の
加
算
額
を
加
え
た

額
と
な
り
ま
す
。
子
の
加
算
額
は
、

一
人
目
と
二
人
自
の
ヱ
J

に
そ
れ
ぞ
れ

一
八
七
、
九

O
O円
、
一
二
人
目
以
降

は
一
人
に
つ
き
六
二
、
七

O
O円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
子
が
受
け
る

場
合
に
は
、
子
が
一
人
の
と
き
は
六

二
六
、
五
O
O円
で
子
が
二
人
以
上

い
る
と
き
は
子
の
人
数
に
応
じ
て
定

め
ら
れ
た
額
を
加
算
し
ま
す
。

O
国
民
年
金
だ
け
の
加
入
者
(
第
一

号
被
保
験
者
)
へ
の
独
自
給
付

町
有
加
年
金
・
・
付
加
保
険
料
を
納

め
た
人
が
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
を
得
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す。付
加
年
金
の
額
は
、
ニ

O
O円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
で
計
算
し

ま
す
。

盟
寡
婦
年
金
・
・
・
老
齢
基
礎
年
金
の

由
民
年
金
の
保
険
料
は
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

未
納
の
方
は
年
内
早
め
に
納
め

ま
し
ょ
、
7
0

'--.....γ'へ¥__

騒議時国J
ん/

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
払
で
す
グ

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?



あ 第192号 (4)

年
末
@
年
始
の
ご
み
@
不
燃
物
収
集

業
務
に
つ
い
て
(
お
知
ら
せ
)

今
年
も
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま

し
た
。
日
頃
皆
様
に
は
清
掃
業
務
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
年
末
・
年
始
の
ご
み
・
不
燃

物
収
集
業
務
に
つ
い
て
左
記
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

ご
み
収
集
業
務

O
も
え
る
ご
み

年
末
ロ
月
出
目
的
:
・
永
町
、
髭
釜
、

金
沢
町
、
新
町
、
通
り
町
、
仲
町

年
末
ロ
月
目
白
川
:
・
明
神
町
、
東
光

台
、
一
丁
呂
、
二
丁
目
、
祝
町
、
大

賀
町
、
夏
海
、
松
川

O
も
え
な
い
ご
み
(
不
燃
物
)

年
末
日
月
初
日
制
・
・
・
全
町
内

。
焼
却
場
へ
の
持
込
(
搬
入
)
期
日
及
び

時
間

O
年
末
ロ
月
白
日
制
午
前
日
時
却
分

。
年
始
1
月
4
臼
同
:
・
平
常
通
り

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
大
洗
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
制
5
0
8
9
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

県
近
代
美
術
館
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

L、

昭
和
六
三
年
一

O
月
の
開
館
に
向

け
て
新
美
術
館
で
は
、
来
館
者
の
便

宜
と
美
術
館
活
動
へ
の
協
力
を
い
た

だ
く
た
め
県
内
の
美
術
を
愛
好
す
る

人
達
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

V
募
集
人
員
H
H
約
五
O
名

wv
応
募
資
格
1
①
年
齢
一
八
歳
以
上

(
高
校
生
を
除
く
)
で
美
術
を
愛
好

す
る
人
。
②
一
一
週
間
に
一
日
〈
又
は

半
日
を
二
回
)
以
上
年
簡
を
通
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人
o

v応
募
期
間

i
昭
和
六
二
年
一
二
月

一日

1
六
一
一
一
年
一
月
一
一
二
日

V
応
募
方
法

lφ
申
し
込
み
警
は
、

新
美
術
館
建
設
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
返
信
用
封
筒
(
六

O
円
切
手
給
付
)
を
同
封
の
上
ご
請

求
下
さ
い
。
②
申
し
込
み
蓄
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

らおお

w
v
応
募
後
の
予
定

l
二
月
に
応
募
者
に

対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

V
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
1
①
展
覧

会
場
案
内
等
の
補
助
②
団
体
入
館
者

に
対
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の

補
劫
③
美
術
講
演
・
講
座
等
開
催
時

の
補
助
@
美
術
関
係
資
料
等
の
整
理

の
補
助
⑤
ア

i
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
展

示
室
・
映
像
釜
・
国
書
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
)

で
の
案
内
・
受
付
等
の
補
助
⑥
移
動

美
術
館
開
催
時
の
協
力
な
ど

wv
そ
の
他

l
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す

の
で
、
報
酬
等
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん。V
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

1
沼
市
総
務
部

知
事
公
室
新
美
術
館
建
設
事
務
局

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

一士二一

O

水
戸
市
三
の
丸
一

電
話

O
一

内一
線 i
二八ニ
O 一八。
九

⑨
⑧
⑮
⑮
⑮
⑧
 

年
入
金
の
請
求
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
資
格
期
間
や
年
金
額
は
ど
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
質
問
に
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
無
料
で
親
身
に
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
臼
月
白
日
(
月
)
午
前
日
時
1
午
後
3
時

〈
場
所
〉
常
陽
銀
行
大
洗
支
底

〈
相
談
員
〉
福
池
敬
(
一
沼
地
方
居
民
年
金
監
察
官
)

昭和62年12月1日

業
統

調
側
査
じ

カ
下
さ
い

工
業
統
計
調
査
は
工
業
の
国
勢
調
査

と
も
い
え
る
も
の
で
、
明
治
位
年
か
ら

実
施
さ
れ
、
毎
年
ロ
月
泣
日
現
京
で
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
事
業
所
に
調
査
員
が
記
入

依
頼
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
か
ら
、
年

末
年
始
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数
で

12月31日は工業統計議室霊の臼

地域別会布(昭和61年)

事業所総重量 2，000事業所

軽工業機 2，000i意向

重工業図 2，000億円

す
が
、
調
査
禁
の
記
入
提
出
に
つ
い

て
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
調
査
に
合
わ
せ
て
、

石
油
等
消
費
構
法
統
計
調
査
、
工
業

実
態
恭
本
調
査
並
び
に
淡
城
県
産
業

構
造
実
態
調
去
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

茨城廉の工業
月
/
臼

挙

世
宋

名

対

象

名

ム21(~~11ふJEムlZJ;L
一
般
診
査
(
精
密

母

子

保

健

教

室

母

子

保

健

教

室

一
歳
六
力
月
健
診

母

子

保

健

教

室

f手

子

村j

一
般
診
査
で
異
状
の
あ
っ
た
者

妊
娠

6
力
月
1
9
ヵ
月
の
初
産
の
者

妊
娠

6
ヵ
月
1
9
ヵ
月
の
初
産
の
者

満
一
歳
六
力
月
の
誕
生
日
に
透
し
た
者

妊
娠

6
ヵ
月
1
9
ヵ
月
の
初
産
の
者

さ 次

長火

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

予
防
般
利

生
後
川
此
ヵ
月

1
生
後
必
ヵ
月
未
満
の
者

圭'!，.:、
ロエシ

生
後
2
ヵ
月
1
3
ヵ
月
の
者

生
後
6
ヵ
月
j

7
ヵ
月
の
者

/ 
(村 7

児

縫

「
機
能
面
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前

9
時

i
午
前
日
時
)

0
ロ
月
日
日
(
火
)

O

ロ
月
間
日
(
金
)

o
ロ
月
お
日
(
八
主
)

0

1

月

8
日
(
金
)

午
後
の
部
訓
練
(
午
後

1
持
1
午
後

3
時
)

0

1
月
ロ
臼
(
火
)
(
専
門
療
法
士
米
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

訓
練
対
象
陣
営
己
者
で
機
能
組
復
訓
練
を
必
要
と
す
る
者

まし

0
ロ
円
九
日
仏
日
(
火

受
付
時
間

ー
時
日
分

2
時
日
分

ー
は
吋
初
分

3
時
∞
分

9
時
初
分

日
時
∞
分

1
時
∞
分

2
昨
吋
応
分

山
山
止
吋
∞
分

2
此
吋
鉛
分

9
時
お
分

日
時
日
分

1
止
吋
応
分

2
時
日
分

ー
は
吋
∞
分

2
時
日
分

(62.10月現拍子)
大洗町における交通事故の発生状況

j成，数11き前年同 期年本

ム2(ム17)11 (85) 9 (68) 

o (ム1)o ( 2) o ( 1) 数者死

※( )内は累計を示す。

“毎月?巴 Id:~i彊安全の8" “ゆずり合いのJ~'がかよう受通安全"

、~、~

発生件数

o (ム22)13(117) 13 (95) 負傷者数

催事!均

茨城県高等学校主催による書道部会展

映光社主催による 7 ン力、映画会

大洗町青色申告会主催による説明会

「鳥よ翼をかして」の上映を推進する会主催による映画会

トミ 商会主催による日用品雑貨販売

カワイ楽器主催による音楽発表会

水戸地区交通安全協会主催ェによる運転免許更新時の講習会

分行事予定章受
併制

官開催場所

大会議室

ホール

大 会 議室

ホーノL

1)ノ、ーサノレ室

洗文化センタ -12
催事名

茨城県高等学校書道部会展

7 ンガ映画上映会

所得税青色申告決算書作成説明会

映画上映会

8 用品雄代販売

台 楽 発 表 会

運転免許更新時議官会

開始時間

9 : 00 

14: 00 

13: 0。
13 : 30 

9 : 00 

憐催日

12JJ 1 HI丈)
12JJ 2臼(ふ)

12月6日(I:)

12月9日(!j()

12月13臼(l1)

12JI 191J I i:) 
12JJ20IJ(lI) 

12月20日(11)

12月25日ω
ホール

大会議案

13: 30 

9 : 30 

主貢
人 i

111. 

13，000円

11 ，800円

9，000円

24，500円

8，000円

15，500円

20，000丹

16，500円

22，000円

5，500円

10，000円

6，500円

23，000円

5，850門

27，000円

19，800円

16，500円

13，000四

19，000円

5，500円

11 ，500円

9，000円

7，500円

6，500円

8，500円

7，800丹

10，100円

町

1

2

4

5

6

1

2

3

宅

寮

山

口

火

口

欠

宿

宿

宿

宿

場

拓

報

の

の

E

Z

3

3

c

j

第

一

一

一

一

一

住

住

住

研

北

角

角

角

角

角

前

前

前

原

東

神

川

荒

浜

士

口

上

中

下

矢

子

松

松

松

松

松

大

成

名

中

共

谷 JII

国

主買

8

9

刊

日

目

1

1

2

3

3

4

1

2

3

4

1

2

3

1

2

1

2

1

2

3

1

2

の

の

の

~

の

の

2

2

2

一一

寺

寺

寺

寺

寺

市

対

舟

舟

舟

舟

舟

蔵

蔵

蔵

蔵

上

上

上

中

中

北

北

南

南

南

角

角

金

10，000円

16，000円

14，000円

20，000円

11，000円

13，000円

14，000円

7，500円

9，500円

18，500円

12，000円

19，000円

15，500円

9，500円

12，100円

12，000円

11，000円

15，000円

15，000円

15，000円

18，500円

16，000円

10，000丹

13，100円

11 ，500円

14，500円

31，000円

名自I主買

16，000円

30，000円

28，500円

31，000円

20，000円

20，000円

19，600円

15，700円

18，800円

20，300円

18，600円

16，000円

15，000円

16，000円

33，600円

57，100円

30，600丹

28，500円

20，000円

8，500円

17，300円

11 ，500円

12，500円

8，500円

12，500円

13，000円

11 ，300円

4-
111. 名

つL

つω

ー

よ

り

L

q

δ

ゥ
t
1
1
4
q
L

つd
A

せ

戸

b

ハ
b

ウ
t

Q

U

Q

d

1

4

つム

1
i

つ

ム

っ

d

1

A

り
L

つd
4

4

F

b

ハ
b

ヴ

t

T
B
4
 

の

の

の

の

の

の

め

の

p
b

ハむ

p
b
ρ

り

ハ

V

A

U

1

A

1

A

I

l

-

-

1

1

1

1

 

永

永

永

永

永

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

髭

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

IIIJ 昭和62年度

今
年
も
「
亦
十
字
社
費
増
強
逮
動
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町
内

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
十
二
月
一
日
現
在
で
は
、

社
費
二
、
七
五
八
、
一
五

O
円
が
集
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
内
の
み
な

さ
ん
と
町
内
会
長
さ
ん
各
位
の
深
い
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
災
害
救
護
・
身
体

障
害
者
の
援
助
・
青
少
年
の
健
全
脊
成

な
ど
数
多
く
の
亦
十
字
事
業
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
未
整
理
の
町
内
が
若
干
あ
り
ま

す
が
現
在
も
運
動
期
間
中
で
す
の
で
、

重
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

中間報告(12月 1臼現在)

急事758事基思0円
協力士也龍一覧

事買

17，000円

15，500円

18，000円

19，000円

11 ，000円

9，500円

17，000円

16，000円

38，000円

13，000円

12，000円

10，000円

12，000円

14，000円

11，800円

10，000問

26，000円

16，500円

19，100円

13，500円

17，500円

33，800円

16，000円

18，000円

40，000円

27，000向

29，000円

ノ¥
王立

ハU
1
t
a
q
L

1

2

3

6

1

2

3

8

9

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

M

I

l

l

u

ー

の

の

の

の

の

め

の

r
D
 

に
υ

に
D

「

D

ウ
t

ウ
t

ウ
t

13A 

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

永

名町客真

15，500円

13，500円

17，500円

20，500円

19，500円

37，500円

18，000FIl 

23，000円

15，000円

22，300円

23，500円

5，500円

8，500円

9，500円

22，600円

23，000円

8，500円

17，500円

10，000円

11 ，500円

6，700円

9，000円

5，000円

11 ，500円

17，000円

9，000円

18，500円

ノ¥
王E

金 1

金 2

金 3

金 4

金 5

十兄 1 

子児 2の1

干先 2の2

十兄 3 

f兄 4

祝 5

祝 6

f兄 7

Ht 8 

松ケ丘 1

松ヶJi2

通 1

通 2

通 3

新 1の1

新 1の2

新 2のl

幸正 2の2

新 3の1

新 3の2

新 4

新 5

名町五百

21，700円

24，000円

16，500円

11 ，000円

12，500P-J 

26，000円

17，900円

23，000円

9，000円

16，000丹

18，500円

13，000丹

37，000円

36，500円

46，500円

22，400円

19，000円

17，800円

14，000円

9，000FIl 

13，000円

29，000円

19，800円

32，300円

12，000円

15，500円

18，500円

金

明 1

明 2

日月 3の上

日月 3の下

日月 4 

日月 5 

日月 6 

明 7

5月8の1

日月 8 グ)2

5月 9

自月 10 

明日の l

明 11の2

東光台

lのI上

1の 1"1"

I グ) 2 

1 (7) 3 

1 (7) 5 

汐見ヶ丘

2σ) 1 

2 (7) 2 

2 グ) 3 

2 の 4

{中 2

f中 3

名町


